
 

 

  

【 準備したもの】  

・砂場道具  ・ バケツ・ 水・ 砂 

【 ①砂に触れる】  
・普段から利用 している砂場だが、今回は裸足で砂場に入ったの
で特別感を感じていて、ワクワク した表情でかけていった子ども
たち。中には 、足に力を いれて砂に触れる面積がなるべく小さく
なるようにしたり、恐る恐る歩く 子どもも いた。  
・ 他児と一緒に手や足についている砂を見せ 合い、笑 い合う 。  
・「足で 触るとど う ～？」という 保育士の問いかけに「冷たい 」「 く
すぐったいよ 、 せんせいもやってみて」 と誘う 姿があった 。  

【 ②水を加える】  
・水を加えると、 「きゃ ー！」 と声を上げて喜ぶ子どもたち。 初め
はスコップ や手でチャプチャプと少しだけ 触ってみて 、感触を 確
かめる姿があった 。「べちょべちょになったよ！ 」と 砂の硬さが変
わっていく 事に気がつく。 「 もっと 水を入れて！ 」 と いう 子ども
と、「 水入れないで」 という 子どもも いたので、 ２ か所に分かれて
どちらの活動も保障した。  
・手のひら 全体で握ったり、指の間から流れる 泥の様子を観察し
ていた。  
 

【④ 展開】  
・ 友だちと一緒に「もっと水をいれてみよう 」「これコーヒーみた
いだね。 いらっしゃいませ ～」と やりとりをしながら 、 イメージ
を持って見立て活動へと展開 していった 。  
・身体 についた泥は時間が経つと、乾いて 固まって きて「 汚い」
と言っていたが 、 保育士が「さっきまでと違う？ 」 という 問いに
自分の身体を観察して「 固くなった 。」と 感触の違いに気が付いて
いた。しかしほとんど の子ども たちは肌についた 泥が固まると 不
快だったのか、「 早く洗いたい 」と言う 姿が多かった。  

【③ 泥を感じる】  
・ 次第にダイナミック になっていき 、 両足を泥の中に入れて 足踏
みをすると、泥が跳ね返って くる 事を楽しむ。 友だちの顔に泥が
ついているのに 気が付くと 笑って 、 更に自分の身体にも泥をつけ
よう としていた 。 身体に泥が付いている事に慣れてくると 、 水が
溜まっている所へ ダイブ して、お風呂の よう に入り解放感の中で
泥の重さ・冷たさ・流れる感触を全身で感じ ていた。  
・ 泥を触るのは嫌がってい た子どもも、 他児が楽しそうに活動し
ている姿を 近く で見守り、一緒に 砂の変化を観察してい た。  

【 活動内容】  
・砂と泥の感触の違いや変化を全身で感じられる様、安全面を配慮しながら

出来る子どもは、 裸足になって活動を行う。  

・水を加えて柔らかくなっていく泥の変化を感じられるよう、子どもたちと

一緒に少しずつ水を足していく。  

・「どろどろしてるね」「冷たいね」など、保育士が感触を言葉にして共感す

ることで、子どもたちが安心感の中で全力で楽しむ。  

・友だちと一緒に泥を混ぜたり、運んだりしながら、保育士や友だちとイメ

ージを共有し合いごっこ活動を展開する。  

子どもの様子  

【 振り返り】  

・ 泥活動は、感触に対する感じ方に個人差 があるので それぞれが安心して参

加出来るよう 、活動の場を二つに分けて子どもが自分に合った環境を選べる

よう にした 。無理に誘わず他児や保育士が楽しむ姿を 見て、子どもが自然に

「やってみたい 」 と思えるよう にしていった 。また 、保育士自身も子どもた

ちと一緒に裸足になり、泥に触れ 、全身で楽しむ事を大切にした。同じ 目線

で体験する事で、「 気持ちいいね 」「冷たいね 」 と 、その瞬間の子どもたち の

思いに共感することが 出来、子どもたち の発見や驚きにより深く共感するこ

とができた 。  

・泥を 通して、子 どもたちは感触 の変化を全力で感じながら 、 自ら発見し、

活動を広げていく力がある事 を改めて実感した。水の量によって泥の感触が

違うこと、 時間の経過によって 泥が固まることなど、実際に体験を する中で

自然と学べた。  

 

7 月 ①『 泥』  

        ≪テーマの設定理由≫ 
 
泥の感触・冷たさ、水を入れた時の変化などの感覚を全身で楽し
んでいく中で、『もっとやってみたい』という好奇心・探求心を育
んでいきたいと思った為。  

★戸外 立花一丁目団地公園（ プリン山公園）  

活動時間→60 分 活動人数→15 人 

【テーマの設定 】  

日頃より子どもたちが身近な手洗いの水に興味を持って触れる姿や、
新聞紙活動などを意欲的に取り組む姿が見られたので、この機会にさ
らに子どもたちと一緒に様々な素材に触れ、五感を存分に使う活動を

していきたいと思った為。そして活動を進めていく中で、子どもたち
自身が『感じる』『考える』『表現する』力を育んでいきたい。  

横川さくら保育園  立花分園 
墨田区立花１ -２３サンタウン立花 ５ 号棟２０５  
社会福祉法人希望福祉会 

 


